
 

 

女 性 の 悩 み 相 談  
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女性の悩み相談を開始 

無料です。 

秘密厳守されます。 

研究者や、研究者になろうとす

るあなたの生き方に関わる相

談、不安やストレス、女性への

暴力など……… 

どのようなことでもご相談くだ

さい。 

電話：753－2438            

（担当者への直通電話です。）      

予約・お問合せ        

 まず、お電話（またはメール）で、お問合 

 せ・ご予約ください。  

＜電話の場合＞  

 電話：075－753－2438       

  （予約担当者への直通電話です）   

 受付時間：10：00～16：30      

  （月曜～金曜） 

＜メールの場合＞     

 メールアドレス          

 w-soudan@mail.adm.kyoto-u.ac.jp    

 受付用フォーマットは、 

 ホームページにありま 

 す。  

     

 相談事業実施ワーキンググループで検討を

重ねてきました「女性の悩み相談」を、11月

10日より開始します。     

 相談は、専門の女性カウンセラーが対応し

ます。ひとりで悩まず、どのようなことでも

ご相談ください。 

 相談日は、毎週金曜日です。（開室時間は

週によって異なります。） 

 相談室は、吉田キャンパス本部構内です。

相談は無料です。秘密は厳守されます。 

  

11月の開室日 

 11月10日（金）14:00～17:00        

11月17日（金）14:00～17:00       

11月24日（金）10:00～13:00        

11月28日（火）10:00～13:00       

Ｑ：センターが取り組む支援活動は？ 

Ａ：育児・介護に関する支援を、京都府・京都市との連携を行い 

  ながら実施していきます。11月からは、カウンセリングを 

  スタートします。この事業は、京都市との連携で行うもの  

  で、京都市よりカウンセラーに来てもらいます。来年１月に 
  は、京都大学病院内に患児保育施設を設置する予定です。病 

  気等で一般の保育園で保育してもらえない児童を保育しま 

  す。さらに、育児・介護期間中に、研究上の補助者をつけて 

  いく予定です。研究は「下りのエスカレータに乗って、一生 

  懸命上ろうとしているようなもの」と表現された方がいまし 

  たが、育児・介護期間中、せめて「とどまれる」よう支援し 

  ようとするものです。実験科学は、研究室でしかできないこ 

  とが多いので、研究・実験に関す 

  る補助を検討しています。また、 

  女性研究者だけでなく、女性が働 

  きやすい環境を整えるために、社 

  会全体で交流、啓発を行っていか 

  なければならないと考えていま 

  す。 

稲 葉 先 生 が Ｋ Ｂ Ｓ ラ ジ オ 番 組 に 出 演  

〒６０６－８５０１ 

京都市左京区吉田本町 

電話 ０７５（７５３）２４３９ 

FAX ０７５（７５３）２４３６ 

Email: cwr-admin@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

HP：http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/ 

C e n t e r  f o r  W o m e n  
R e s e a r c h e r s  

京 都 大 学 女 性 教 員 懇 話 会  

設 立 ２ ５ 周 年 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム  
 ダ イ バ ー シ テ ィ ー へ の 取 り 組 み に 向 け て  

   [ 主 催 ] 京 都 大 学 女 性 教 員 懇 話 会 ・ 同 O G 会  

   [ 日 時 ] 平 成 １ ８ 年 １ ２ 月 ９ 日 （ 土 ）        

       １ ４ ： ０ ０ ～ １ ８ ： ０ ０  

   [ 場 所 ] 京 都 大 学 理 学 部 ２ 号 館 １ 階 大 講 義 室  

       （ 北 部 構 内  正 門 入 っ て す ぐ 左 ）  

   [ 共 催 ] 女 性 研 究 者 支 援 セ ン タ ー  

ど な た で も ご 参 加 い た だ け ま す 。  

 センターでは、事業実施の基礎情報を集めるため、本学の女性研究者に対

し、環境調査のアンケートを送付させていただきました。早期の回答にご協

力いただきますよう、よろしくお願いします。 

 2006.10.26 「笑福亭晃瓶のほっかほっかラジオ」番組（月

～金 6:30～10:00）にて、「女性研究者をバックアップ！支

援センター設立」の題名で、約15分間、稲葉先生が司会者の質

問に電話で答える形式で生出演されました。以下、概略です。   

Ｑ：「京都大学女性研究者支援センター」誕生の経緯は？           

Ａ：男女共同参画のもとに、女性研究者にも対等の立場で社会貢 

  献の場を提供するために、支援活動や教育の充実が必要であ 

  るとの考えからです。文部科学省の「科学技術振興調整費」  

  の助成を受けた事業です。今回助成を受けたのは全国で10 

  大学、関西では、京都大学と奈良女子大学の2校です。  

Ｑ：育児等で研究を続けていく女性研究者が少ないのでしょうね 

Ａ：特に小さい子がいると困難です。また、大学院生は、保育園 

  利用が認められません。京都大学では、教員、院生が研究を 

  続けていくために連携を模索してきた経緯があります。院生 

  が始めた「共同保育」を大学との連携で「大学の中の保育所 

  」とし、現在、京都市の認可保育園になっているものもあり 

  ます。認可保育園としたことで、共同保育の費用負担を軽 

  減できましたが、一方で院生の利用ができなくなったという 

  ジレンマがあります。 
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News Letter 

 2006.9.5 京都大学では、女性研究者の包括的

支援を目的として、「女性研究者支援センター」

を設立しました。 

 京都大学の女性教員比率は、増加傾向にあるも

のの6.7％（平成17年現在）であり、多様な研究

者の活躍促進という観点からも、女性研究者が能

力を最大限発揮できる環境の創出に積極的に取り

組んでいく必要があります。 

 本センターでは、文部科学省科学技術振興調整

費「女性研究者支援モデル育成プログラム」の支

援も受け、京都府・京都市・関連ＮＰＯ法人等、

地域との連携を図りつつ、各種プログラムの包括

的な実施を目指します。 

 卓越した京都大学女性研究者育成を目的とした

「京都大学モデル」は、右記の事業を行っていき

ます。 

Ⅰ．交流・啓発･広報 事業               

「環境改善」「男性意識改革」「女性研究者志願

者増加」によるサポート                 

①女性研究者の増加とキャリア促進のための支援 

②女性研究者支援のための啓発・広報活動 

Ⅱ．相談・指導 事業                  

「精神面のケア」「情報の提供」「Role Model

提示」によるサポート                  

③女性研究者および関連する環境に対する相談窓 

 口の設置 

Ⅲ．育児・介護支援 事業          

「家庭における負担軽減」によるサポート   

④患児保育施設の設置            

⑤女性研究者のための多目的スペース設置         

Ⅳ．柔軟な就労形態による支援 事業     

「研究活動持続性の保証」によるサポート   

⑥勤務体系の柔軟化に関する検討             

⑦産休・育休・介護休業中における研究・実験補 

 助者の雇用 

⑧在宅でのオンラインジャーナル閲覧援助 

Ｔ ｏ ｐ ｉ ｃ ｓ ：  

 

• 2006.9.5 女性研

究者支援センター

設立 

• 2006.10.9 設立

記念シンポジウム

開催 

• 2006.10.26稲葉

先生がKBSラジ

オ番組に出演 

• 2006.11よりカウ

ンセリング室を開

設 

←2006.10.2 設立会見の様子                 

前列左から塩田浩平 女性研究者支援センター長（医学

研究科教授）、稲葉カヨ「京都大学モデル」推進室長

（生命科学研究科教授）、登谷美穂子 女性研究者支援

センター特任教授、後列 伊藤公雄 広報事業ワーキン

ググループ主査 

就
労
形
態 

検
討
Ｗ
Ｇ 

研究担当理事： 

松本紘 

総長：尾池和夫 

センター長 

連携 

連携 連携 

統括 統括 統括 

男女共同参画企画推進委員会 人権委員会（全学相談窓口） 

運営委員会 
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「京都大学モデル」推進室 

支  援  室 （特任教授・スタッフ２名） 

研 究 推 進 部   研 究 推 進 課 

京都大学女性研究者支援センター 

京都大学女性研究者支援センター 



 

 

 2006.10.9 時計台記念館において「京都大学女性研究者支援センター設立記念シンポジウム」が開催され、120人を超える学内

外の研究者、市民が参加しました。シンポジウムは、本センターの設置を記念するとともに、今後の方向性を議論するために企画され

たものです。当日は、共催、来賓の方々より、ご挨拶をいただき、その後の講演を受け、パネルディスカッションが行われました。参

加者の皆様より質問や、熱心な討議をいただき、予定時間を超過しての閉会となりました。また、シンポジウムに合わせ、臨時託児室

を開室し、子育て中の参加者支援を行いました。 

設 立 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム  
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尾 池 和 夫 総 長 あ い さ つ  

者の会」などに代表

されるネットワーク

があります。男女共

同参画をめざす社会

全体としての昨今の

動きがあっても、京

都大学はなかなか動

こうとしない大学で

すが、ようやくこの

女性研究者支援セン

ターの設置が実現し

ました。これからいよいよ本腰を入れて、という思いでありま

す。 

 本学の女性研究者は大学人であると共に、申し上げるまでもな

く地域で生活し、子育てをしている市民でもあり、大学の中だけ

での支援ではとうてい困難な点が多々ございます。そういった意

味で、本学が提案いたしました女性研究者の包括的支援「京都大

学モデル」は、卓越した女性研究者を育成し援助する環境を作

り、本学に留まらず地域行政、ＮＰＯ法人などと連携して行うこ

とを大きな特徴としております。 

 昨年度、本学には男女共同参画基本理念のもと、男女共同参画

企画推進委員会が設置されました。この推進委員会のもと、セン

ターを中心に女性研究者が研究者、教育者として、その力を十分

に発揮できるよう研究環境改善の努力を、私自身もしていきたい

と思っておりますし、京都大学の教職員全員の理解にもとづく協

力を期待しております。 

 本シンポジウム開催に当たり、ご協力くださいました関係の皆

さま、ならびに本日ご参加の皆さまにお礼を申し上げ、女性研究

者支援センター発足に当たっての私の挨拶とさせていただきま

す。ありがとうございました。  

 平成18年9月5日、本学は女性研究者支援センターを設置いた

しました。その発足に際して、京都府、京都市の方々のご臨席の

もとに、ここに記念シンポジウムを開催することができ、心から

喜んでいる次第でございます。本日は、京都府から小石原 範和

副知事、京都市からは星川 茂一副市長の参加を頂いておりま

す。このセンターの設置は、京都大学の長年の念願が、文部科学

省科学技術振興調整費の助成を受けることによって実現したもの

です。 

 このシンポジウムを開催するにあたり、センターの実現に際し

て援助と協力をして下さった、ご来賓の文部科学省、科学技術・

学術政策局の吉川 晃科学技術・学術統括官、内閣府男女共同参

画推進課の安田 伸企画官、また「大学における男女共同参画の

推進」と題して基調講演をしていただく名取 はにわ前内閣府男

女共同参画局長に、深く感謝申し上げる次第です。 

 さらに、本日のプログラムの後半で行います『「京都大学モデ

ル」は何をめざすのか？』と題したパネルディスカッションにパ

ネラーとして参加して頂く、オムロン株式会社執行役員 藤原 

啓史氏には、企業の立場からの貴重なご意見が頂けることと期待

しております。 

 本学には約3千人の教員がおりますが、そのうち女性は約200

人、割合にしてたった6.6％です。しかし、博士学位授与者の

21％が女性であることとの関係を分析してみることも必要では

ないかと思っています。女性教員が少ない原因はいろいろ考えら

れますが、一番大きいのはやはり、女性になかなか門戸を開いて

いない京都大学の特質があるのではないでしょうか。もちろん、

女性が京都大学の教員として働くための労働環境が、また女性研

究者として活動するための仕組みが十分でないということも、そ

の参画を困難にしている原因の一つでしょう。 

 このような状況を女性研究者自らが打開し、男女共同参画の社

会を実現しようと、本学では、「女性教員懇話会」や「女性研究

名 取 先 生 基 調 講 演  

が採用、昇進、雑務

の負担に関する不公

平感を強く持ってい

ます。 

 また、男女共同参

画「ポジティブアク

ション」としてゴー

ル・アンド・タイム

テーブル方式、女性

センター、男女共同

参画センター、女子大学等の具体例を挙げていただき、法律、国

の施策等による各支援プログラムの実施により、目標値に少しず

つ近づいている事例をご紹介いただきました。 

 名取先生には、「大学における男女共同参画の推進」と題して

基調講演をしていただきました。 

 はじめに、わが国が「国際的に見ても女性参画が進んでいな

い」現状を具体的な統計数値を示してご説明いただきました。男

性と比較し、女性は生活時間の中で家事・育児等に費やす時間の

占める割合が依然として高く、男女共同参画の状況をGEM

（ジェンダー・エンパワーメント指数）の国際比較で見ると、日

本は80カ国中43位という位置です。 

 科学技術における女性の参画状況の面でも、世界的に後れてい

ます。日本の研究者の女性割合の高さは、27位であり、理工系

分野を進路として選ぶ女子学生の割合が少ないことと大きな関連

があります。技術者・研究者に女性が少ない理由としては、①家

事と仕事の両立が困難、②職場環境が上位にあげられ、女性の方
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いました。しかし、

考えていた大学で学

士入学試験を行わな

いことが明らかに

なったため、大学院

に進学しました。 

大学院在学中にもい

ろいろな壁はありま

したが、運良く助手

になることができ、

研究を継続する場が与えられました。しかも、助手としての研究

の中で、長く続けられる研究テーマを得られたことは、大変に

ラッキーなことでした。1981年東京で開催された国際シンポジ

ウムで米国ロックフェラー大学のザンビル・コーン（Cohn 

ZA）教授と出逢いました。彼の研究室で世界に先駆けて樹状細

胞を同定し、その機能解析を行っていたラルフ・シュタインマン

（Steinman RM）博士と共同研究という形で渡米したのは

1982年の秋です。この時、夫はテキサスに留学していました。

1984年の年末に共に帰国しましたが、その後も私はロックフェ

ラー大学での客員のポストを与えられ、現在も共同研究を継続し

ています。 

 私が研究を進めてこられたのは、運が良かったことも１つです

が、それ以上に共同研究者に恵まれたことと、私の研究に理解を

示し協力的であった夫と両親からの支えがあったからだと思いま

す。実験は今やひとりでできるものではありません。研究室の中

だけでなく、他機関の研究者と共同で進める研究も多くなってい

ます。豊かな人間関係の中で、相互の協力のもとに、さらなる研

究の進展がはかれれば良いと考えています。 

 今回の支援事業『京都大学モデル』は、女性研究者の育成とそ

のための環境整備を行う上で高く位置づけられる重要なプロジェ

クトです。そのため、多くの皆様の理解と協力のもとに大きく進

めていきたいと考えています。 

 ありがとうございました。  

 現在、私は生命科学研究科高次生命科学専攻体制統御学講座に

おいて、生体応答学分野を担当しており、いわゆる免疫生物学と

いわれる領域の研究を行っています。免疫応答は、結核菌に対す

るツベルクリン反応やまもなく季節が到来するインフルエンザウ

イルスに対するワクチンなど、日常生活においてもなじみが深い

生体防御システムです。現在の免疫学は、18世紀の最後の頃に

エドワード・ジェンナーが開発した天然痘ワクチンに始まるとい

われています。最初に体に入ってきた細菌やウイルスなどの微生

物に対して、２度目にはより素早く、強力で特異性の高い応答を

誘導することにより、それらを体内から排除しようとするものが

適応免疫応答と呼ばれる反応です。また、生体防御には、特異性

はなく、何度でも同じ強度の反応しか起こらない自然免疫応答と

呼ばれる応答もあります。これら２つの免疫応答には多種類の細

胞が関与していることが多くの研究者の努力によって分かってき

ました。これらの細胞は骨髄幹細胞に由来する白血球細胞で、そ

のうちの１つが私の研究対象としている樹状細胞（dendritic 

cells）です。現在では、免疫応答の誘導と制御における司令塔

として中心的役割を担うことが明らかになっています。しかし、

この研究に着手したのは、京都大学の理学部動物学教室の助手に

なってからです。ほとんど無名で、機能についても疑問視されて

いた細胞です。 

 院生の時代は、修士課程では骨髄移植後のリンパ系組織の再構

築を調べていました。博士過程では抗体産生応答におけるT細胞

の制御作用の解析を行い、これによって学位を取得しました。し

かし、学部は奈良女子大学の理学部生物学科植物学専攻で植物生

理学教室において卒業研究を行いました。将来の進路をぼんやり

と考え始めたのは学部の２回生の頃です。研究者になりたいと考

えていた訳ではありません。ただ、就職するという選択肢は大き

くはありませんでした。転学部あるいは学士入学をして別の分野

で学んでみることと取りあえず大学院に進学するという２つの方

向です。進学という中では当時の奈良女子大には博士課程が設け

られていなかったため、博士課程のある大学院を受験する事にし

ました。大学院に合格してからも学士入学のための資料を集めて

稲 葉 先 生 講 演 要 旨 ー 樹 状 細 胞 に 魅 せ ら れ て ー  

パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン  

  後半は、パネル

ディスカッションで

始まりました。  

 京都府 八島氏、

京都市 平井氏より

男女共同参画の自治

体での取り組み事例

を、オムロン株式会

社 藤原氏よりは、

企業での女性活用の

取り組みの事例をご

紹介いただきまし

た。 

 会場の参加者より

も、質疑があり、活

発な意見交換を行う

ことができました。 

プログラム                                    

司会 登谷美穂子（京都大学女性研究者支援センター特任教授）           

13:30 開会 主催者あいさつ 京都大学総長 尾池和夫           

        共催者あいさつ 京都府副知事 小石原範和氏         

           京都市副市長 星川茂一氏   

13:50 来賓あいさつ                           

文部科学省科学技術・学術政策局 科学技術・学術総括官 吉川晃氏  

内閣府男女共同参画局推進課    企画官   安田伸氏   

14:00 基調講演「大学における男女共同参画の推進」  

 早稲田大学客員教授  名取はにわ氏（内閣府前男女共同参画局長） 

14:45 休憩 

15:00 講演「樹状細胞に魅せられて－女性研究者としての歩み－」 

   京都大学女性研究者支援センター「京都大学モデル」推進室長

 稲葉カヨ（京都大学教授） 

15:20 パネルディスカッション「京都大学モデル」は何を目指すのか？ 

  [パネリスト] オムロン株式会社 執行役員 藤原啓史氏 

    京都府府民労働部女性政策監 八島一美氏 

    京都市文化市民局共同参画社会推進部  

    男女共同参画推進課長 平井潔子氏 

    京都大学   稲葉カヨ  

 [コーディネーター]      伊藤公雄（京都大学教授）   

17:00 閉会あいさつ     

 京都大学女性研究者センター長 塩田浩平（京都大学教授）          



 

 

 2006.10.9 時計台記念館において「京都大学女性研究者支援センター設立記念シンポジウム」が開催され、120人を超える学内

外の研究者、市民が参加しました。シンポジウムは、本センターの設置を記念するとともに、今後の方向性を議論するために企画され

たものです。当日は、共催、来賓の方々より、ご挨拶をいただき、その後の講演を受け、パネルディスカッションが行われました。参

加者の皆様より質問や、熱心な討議をいただき、予定時間を超過しての閉会となりました。また、シンポジウムに合わせ、臨時託児室

を開室し、子育て中の参加者支援を行いました。 

設 立 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム  
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尾 池 和 夫 総 長 あ い さ つ  

者の会」などに代表

されるネットワーク

があります。男女共

同参画をめざす社会

全体としての昨今の

動きがあっても、京

都大学はなかなか動

こうとしない大学で

すが、ようやくこの

女性研究者支援セン

ターの設置が実現し

ました。これからいよいよ本腰を入れて、という思いでありま

す。 

 本学の女性研究者は大学人であると共に、申し上げるまでもな

く地域で生活し、子育てをしている市民でもあり、大学の中だけ

での支援ではとうてい困難な点が多々ございます。そういった意

味で、本学が提案いたしました女性研究者の包括的支援「京都大

学モデル」は、卓越した女性研究者を育成し援助する環境を作

り、本学に留まらず地域行政、ＮＰＯ法人などと連携して行うこ

とを大きな特徴としております。 

 昨年度、本学には男女共同参画基本理念のもと、男女共同参画

企画推進委員会が設置されました。この推進委員会のもと、セン

ターを中心に女性研究者が研究者、教育者として、その力を十分

に発揮できるよう研究環境改善の努力を、私自身もしていきたい

と思っておりますし、京都大学の教職員全員の理解にもとづく協

力を期待しております。 

 本シンポジウム開催に当たり、ご協力くださいました関係の皆

さま、ならびに本日ご参加の皆さまにお礼を申し上げ、女性研究

者支援センター発足に当たっての私の挨拶とさせていただきま

す。ありがとうございました。  

 平成18年9月5日、本学は女性研究者支援センターを設置いた

しました。その発足に際して、京都府、京都市の方々のご臨席の

もとに、ここに記念シンポジウムを開催することができ、心から

喜んでいる次第でございます。本日は、京都府から小石原 範和

副知事、京都市からは星川 茂一副市長の参加を頂いておりま

す。このセンターの設置は、京都大学の長年の念願が、文部科学

省科学技術振興調整費の助成を受けることによって実現したもの

です。 

 このシンポジウムを開催するにあたり、センターの実現に際し

て援助と協力をして下さった、ご来賓の文部科学省、科学技術・

学術政策局の吉川 晃科学技術・学術統括官、内閣府男女共同参

画推進課の安田 伸企画官、また「大学における男女共同参画の

推進」と題して基調講演をしていただく名取 はにわ前内閣府男

女共同参画局長に、深く感謝申し上げる次第です。 

 さらに、本日のプログラムの後半で行います『「京都大学モデ

ル」は何をめざすのか？』と題したパネルディスカッションにパ

ネラーとして参加して頂く、オムロン株式会社執行役員 藤原 

啓史氏には、企業の立場からの貴重なご意見が頂けることと期待

しております。 

 本学には約3千人の教員がおりますが、そのうち女性は約200

人、割合にしてたった6.6％です。しかし、博士学位授与者の

21％が女性であることとの関係を分析してみることも必要では

ないかと思っています。女性教員が少ない原因はいろいろ考えら

れますが、一番大きいのはやはり、女性になかなか門戸を開いて

いない京都大学の特質があるのではないでしょうか。もちろん、

女性が京都大学の教員として働くための労働環境が、また女性研

究者として活動するための仕組みが十分でないということも、そ

の参画を困難にしている原因の一つでしょう。 

 このような状況を女性研究者自らが打開し、男女共同参画の社

会を実現しようと、本学では、「女性教員懇話会」や「女性研究

名 取 先 生 基 調 講 演  

が採用、昇進、雑務

の負担に関する不公

平感を強く持ってい

ます。 

 また、男女共同参

画「ポジティブアク

ション」としてゴー

ル・アンド・タイム

テーブル方式、女性

センター、男女共同

参画センター、女子大学等の具体例を挙げていただき、法律、国

の施策等による各支援プログラムの実施により、目標値に少しず

つ近づいている事例をご紹介いただきました。 

 名取先生には、「大学における男女共同参画の推進」と題して

基調講演をしていただきました。 

 はじめに、わが国が「国際的に見ても女性参画が進んでいな

い」現状を具体的な統計数値を示してご説明いただきました。男

性と比較し、女性は生活時間の中で家事・育児等に費やす時間の

占める割合が依然として高く、男女共同参画の状況をGEM

（ジェンダー・エンパワーメント指数）の国際比較で見ると、日

本は80カ国中43位という位置です。 

 科学技術における女性の参画状況の面でも、世界的に後れてい

ます。日本の研究者の女性割合の高さは、27位であり、理工系

分野を進路として選ぶ女子学生の割合が少ないことと大きな関連

があります。技術者・研究者に女性が少ない理由としては、①家

事と仕事の両立が困難、②職場環境が上位にあげられ、女性の方
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いました。しかし、

考えていた大学で学

士入学試験を行わな

いことが明らかに

なったため、大学院

に進学しました。 

大学院在学中にもい

ろいろな壁はありま

したが、運良く助手

になることができ、

研究を継続する場が与えられました。しかも、助手としての研究

の中で、長く続けられる研究テーマを得られたことは、大変に

ラッキーなことでした。1981年東京で開催された国際シンポジ

ウムで米国ロックフェラー大学のザンビル・コーン（Cohn 

ZA）教授と出逢いました。彼の研究室で世界に先駆けて樹状細

胞を同定し、その機能解析を行っていたラルフ・シュタインマン

（Steinman RM）博士と共同研究という形で渡米したのは

1982年の秋です。この時、夫はテキサスに留学していました。

1984年の年末に共に帰国しましたが、その後も私はロックフェ

ラー大学での客員のポストを与えられ、現在も共同研究を継続し

ています。 

 私が研究を進めてこられたのは、運が良かったことも１つです

が、それ以上に共同研究者に恵まれたことと、私の研究に理解を

示し協力的であった夫と両親からの支えがあったからだと思いま

す。実験は今やひとりでできるものではありません。研究室の中

だけでなく、他機関の研究者と共同で進める研究も多くなってい

ます。豊かな人間関係の中で、相互の協力のもとに、さらなる研

究の進展がはかれれば良いと考えています。 

 今回の支援事業『京都大学モデル』は、女性研究者の育成とそ

のための環境整備を行う上で高く位置づけられる重要なプロジェ

クトです。そのため、多くの皆様の理解と協力のもとに大きく進

めていきたいと考えています。 

 ありがとうございました。  

 現在、私は生命科学研究科高次生命科学専攻体制統御学講座に

おいて、生体応答学分野を担当しており、いわゆる免疫生物学と

いわれる領域の研究を行っています。免疫応答は、結核菌に対す

るツベルクリン反応やまもなく季節が到来するインフルエンザウ

イルスに対するワクチンなど、日常生活においてもなじみが深い

生体防御システムです。現在の免疫学は、18世紀の最後の頃に

エドワード・ジェンナーが開発した天然痘ワクチンに始まるとい

われています。最初に体に入ってきた細菌やウイルスなどの微生

物に対して、２度目にはより素早く、強力で特異性の高い応答を

誘導することにより、それらを体内から排除しようとするものが

適応免疫応答と呼ばれる反応です。また、生体防御には、特異性

はなく、何度でも同じ強度の反応しか起こらない自然免疫応答と

呼ばれる応答もあります。これら２つの免疫応答には多種類の細

胞が関与していることが多くの研究者の努力によって分かってき

ました。これらの細胞は骨髄幹細胞に由来する白血球細胞で、そ

のうちの１つが私の研究対象としている樹状細胞（dendritic 

cells）です。現在では、免疫応答の誘導と制御における司令塔

として中心的役割を担うことが明らかになっています。しかし、

この研究に着手したのは、京都大学の理学部動物学教室の助手に

なってからです。ほとんど無名で、機能についても疑問視されて

いた細胞です。 

 院生の時代は、修士課程では骨髄移植後のリンパ系組織の再構

築を調べていました。博士過程では抗体産生応答におけるT細胞

の制御作用の解析を行い、これによって学位を取得しました。し

かし、学部は奈良女子大学の理学部生物学科植物学専攻で植物生

理学教室において卒業研究を行いました。将来の進路をぼんやり

と考え始めたのは学部の２回生の頃です。研究者になりたいと考

えていた訳ではありません。ただ、就職するという選択肢は大き

くはありませんでした。転学部あるいは学士入学をして別の分野

で学んでみることと取りあえず大学院に進学するという２つの方

向です。進学という中では当時の奈良女子大には博士課程が設け

られていなかったため、博士課程のある大学院を受験する事にし

ました。大学院に合格してからも学士入学のための資料を集めて

稲 葉 先 生 講 演 要 旨 ー 樹 状 細 胞 に 魅 せ ら れ て ー  

パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン  

  後半は、パネル

ディスカッションで

始まりました。  

 京都府 八島氏、

京都市 平井氏より

男女共同参画の自治

体での取り組み事例

を、オムロン株式会

社 藤原氏よりは、

企業での女性活用の

取り組みの事例をご

紹介いただきまし

た。 

 会場の参加者より

も、質疑があり、活

発な意見交換を行う

ことができました。 

プログラム                                    

司会 登谷美穂子（京都大学女性研究者支援センター特任教授）           

13:30 開会 主催者あいさつ 京都大学総長 尾池和夫           

        共催者あいさつ 京都府副知事 小石原範和氏         

           京都市副市長 星川茂一氏   

13:50 来賓あいさつ                           

文部科学省科学技術・学術政策局 科学技術・学術総括官 吉川晃氏  

内閣府男女共同参画局推進課    企画官   安田伸氏   

14:00 基調講演「大学における男女共同参画の推進」  

 早稲田大学客員教授  名取はにわ氏（内閣府前男女共同参画局長） 

14:45 休憩 

15:00 講演「樹状細胞に魅せられて－女性研究者としての歩み－」 

   京都大学女性研究者支援センター「京都大学モデル」推進室長

 稲葉カヨ（京都大学教授） 

15:20 パネルディスカッション「京都大学モデル」は何を目指すのか？ 

  [パネリスト] オムロン株式会社 執行役員 藤原啓史氏 

    京都府府民労働部女性政策監 八島一美氏 

    京都市文化市民局共同参画社会推進部  

    男女共同参画推進課長 平井潔子氏 

    京都大学   稲葉カヨ  

 [コーディネーター]      伊藤公雄（京都大学教授）   

17:00 閉会あいさつ     

 京都大学女性研究者センター長 塩田浩平（京都大学教授）          
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女性の悩み相談を開始 

無料です。 

秘密厳守されます。 

研究者や、研究者になろうとす

るあなたの生き方に関わる相

談、不安やストレス、女性への

暴力など……… 

どのようなことでもご相談くだ

さい。 

電話：753－2438            

（担当者への直通電話です。）      

予約・お問合せ        

 まず、お電話（またはメール）で、お問合 

 せ・ご予約ください。  

＜電話の場合＞  

 電話：075－753－2438       

  （予約担当者への直通電話です）   

 受付時間：10：00～16：30      

  （月曜～金曜） 

＜メールの場合＞     

 メールアドレス          

 w-soudan@mail.adm.kyoto-u.ac.jp    

 受付用フォーマットは、 

 ホームページにありま 

 す。  

     

 相談事業実施ワーキンググループで検討を

重ねてきました「女性の悩み相談」を、11月

10日より開始します。     

 相談は、専門の女性カウンセラーが対応し

ます。ひとりで悩まず、どのようなことでも

ご相談ください。 

 相談日は、毎週金曜日です。（開室時間は

週によって異なります。） 

 相談室は、吉田キャンパス本部構内です。

相談は無料です。秘密は厳守されます。 

  

11月の開室日 

 11月10日（金）14:00～17:00        

11月17日（金）14:00～17:00       

11月24日（金）10:00～13:00        

11月28日（火）10:00～13:00       

Ｑ：センターが取り組む支援活動は？ 

Ａ：育児・介護に関する支援を、京都府・京都市との連携を行い 

  ながら実施していきます。11月からは、カウンセリングを 

  スタートします。この事業は、京都市との連携で行うもの  

  で、京都市よりカウンセラーに来てもらいます。来年１月に 
  は、京都大学病院内に患児保育施設を設置する予定です。病 

  気等で一般の保育園で保育してもらえない児童を保育しま 

  す。さらに、育児・介護期間中に、研究上の補助者をつけて 

  いく予定です。研究は「下りのエスカレータに乗って、一生 

  懸命上ろうとしているようなもの」と表現された方がいまし 

  たが、育児・介護期間中、せめて「とどまれる」よう支援し 

  ようとするものです。実験科学は、研究室でしかできないこ 

  とが多いので、研究・実験に関す 

  る補助を検討しています。また、 

  女性研究者だけでなく、女性が働 

  きやすい環境を整えるために、社 

  会全体で交流、啓発を行っていか 

  なければならないと考えていま 

  す。 

稲 葉 先 生 が Ｋ Ｂ Ｓ ラ ジ オ 番 組 に 出 演  
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京 都 大 学 女 性 教 員 懇 話 会  

設 立 ２ ５ 周 年 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム  
 ダ イ バ ー シ テ ィ ー へ の 取 り 組 み に 向 け て  

   [ 主 催 ] 京 都 大 学 女 性 教 員 懇 話 会 ・ 同 O G 会  

   [ 日 時 ] 平 成 １ ８ 年 １ ２ 月 ９ 日 （ 土 ）        

       １ ４ ： ０ ０ ～ １ ８ ： ０ ０  

   [ 場 所 ] 京 都 大 学 理 学 部 ２ 号 館 １ 階 大 講 義 室  

       （ 北 部 構 内  正 門 入 っ て す ぐ 左 ）  

   [ 共 催 ] 女 性 研 究 者 支 援 セ ン タ ー  

ど な た で も ご 参 加 い た だ け ま す 。  

 センターでは、事業実施の基礎情報を集めるため、本学の女性研究者に対

し、環境調査のアンケートを送付させていただきました。早期の回答にご協

力いただきますよう、よろしくお願いします。 

 2006.10.26 「笑福亭晃瓶のほっかほっかラジオ」番組（月

～金 6:30～10:00）にて、「女性研究者をバックアップ！支

援センター設立」の題名で、約15分間、稲葉先生が司会者の質

問に電話で答える形式で生出演されました。以下、概略です。   

Ｑ：「京都大学女性研究者支援センター」誕生の経緯は？           

Ａ：男女共同参画のもとに、女性研究者にも対等の立場で社会貢 

  献の場を提供するために、支援活動や教育の充実が必要であ 

  るとの考えからです。文部科学省の「科学技術振興調整費」  

  の助成を受けた事業です。今回助成を受けたのは全国で10 

  大学、関西では、京都大学と奈良女子大学の2校です。  

Ｑ：育児等で研究を続けていく女性研究者が少ないのでしょうね 

Ａ：特に小さい子がいると困難です。また、大学院生は、保育園 

  利用が認められません。京都大学では、教員、院生が研究を 

  続けていくために連携を模索してきた経緯があります。院生 

  が始めた「共同保育」を大学との連携で「大学の中の保育所 

  」とし、現在、京都市の認可保育園になっているものもあり 

  ます。認可保育園としたことで、共同保育の費用負担を軽 

  減できましたが、一方で院生の利用ができなくなったという 

  ジレンマがあります。 
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News Letter 

 2006.9.5 京都大学では、女性研究者の包括的

支援を目的として、「女性研究者支援センター」

を設立しました。 

 京都大学の女性教員比率は、増加傾向にあるも

のの6.7％（平成17年現在）であり、多様な研究

者の活躍促進という観点からも、女性研究者が能

力を最大限発揮できる環境の創出に積極的に取り

組んでいく必要があります。 

 本センターでは、文部科学省科学技術振興調整

費「女性研究者支援モデル育成プログラム」の支

援も受け、京都府・京都市・関連ＮＰＯ法人等、

地域との連携を図りつつ、各種プログラムの包括

的な実施を目指します。 

 卓越した京都大学女性研究者育成を目的とした

「京都大学モデル」は、右記の事業を行っていき

ます。 

Ⅰ．交流・啓発･広報 事業               

「環境改善」「男性意識改革」「女性研究者志願

者増加」によるサポート                 

①女性研究者の増加とキャリア促進のための支援 

②女性研究者支援のための啓発・広報活動 

Ⅱ．相談・指導 事業                  

「精神面のケア」「情報の提供」「Role Model

提示」によるサポート                  

③女性研究者および関連する環境に対する相談窓 

 口の設置 

Ⅲ．育児・介護支援 事業          

「家庭における負担軽減」によるサポート   

④患児保育施設の設置            

⑤女性研究者のための多目的スペース設置         

Ⅳ．柔軟な就労形態による支援 事業     

「研究活動持続性の保証」によるサポート   

⑥勤務体系の柔軟化に関する検討             

⑦産休・育休・介護休業中における研究・実験補 

 助者の雇用 

⑧在宅でのオンラインジャーナル閲覧援助 

Ｔ ｏ ｐ ｉ ｃ ｓ ：  

 

• 2006.9.5 女性研

究者支援センター

設立 

• 2006.10.9 設立

記念シンポジウム

開催 

• 2006.10.26稲葉

先生がKBSラジ

オ番組に出演 

• 2006.11よりカウ

ンセリング室を開

設 

←2006.10.2 設立会見の様子                 

前列左から塩田浩平 女性研究者支援センター長（医学

研究科教授）、稲葉カヨ「京都大学モデル」推進室長

（生命科学研究科教授）、登谷美穂子 女性研究者支援

センター特任教授、後列 伊藤公雄 広報事業ワーキン

ググループ主査 
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討
Ｗ
Ｇ 

研究担当理事： 

松本紘 

総長：尾池和夫 

センター長 

連携 

連携 連携 

統括 統括 統括 

男女共同参画企画推進委員会 人権委員会（全学相談窓口） 

運営委員会 
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「京都大学モデル」推進室 

支  援  室 （特任教授・スタッフ２名） 

研 究 推 進 部   研 究 推 進 課 

京都大学女性研究者支援センター 

京都大学女性研究者支援センター 




